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修士論文要旨
体型の分類に適した座面クッションの開発とそのビジネスモデルの提案
野上
1．背景
近年使いやすさや疲れにくさの観点から、心身に負担の
かかりにくいモノがユーザに好まれる傾向がある。しかし、
ユーザ個人に適したモノの設計は金銭的負担や案件ごとに
かかる時間的負担から、ニーズはあっても実現化がむずか
しいことが考えられる。
2．研究目的
椅子のすわり心地と構造にかかわる要因として最も大き
なものは、椅子の寸法と素材クッションが考えられる。そ
こで、ユーザの入力された身体データ単元に、ユーザに嘩
していると判断できる座枠と素材クッションの組み合わせ
の出力をおこなえるシステムの構築をおこなう。また、そ
のビジネスモデルの提案をおこなう。
3．カスタムメイドチェアの提案
椅子を身体に適合させるための手法として一般的なもの
は、調整機構の導入とオーダーメイドである。これらの方
法は、費用と時間がかかるため、実用性にかける。そのた
め、身体寸法を元に、座枠と座面を組み合わせることで、
着座者の身体寸法に合わせるカスタマイズ可能な椅子とし
てカスタムメイドチェアの提案をおこなった。これにより、
安価にユーザに適した椅子の提供ができると考えられる。
4．クッションパターンの選定実験
ユーザに適したクッションノ、†ターンを提示するためには、
判別するための因子が必要となる。本研究では、クッショ
ンの変形量の測定であるたわみ量測定によって、着座者が
座り心地がよいと感じるたわみ量の予測モデルを構築し、
着座者に対して座り心地がよいクッションの提案をおこな
う。そのために、まずクッションの一変形量の測定指標とし
てのたわみ量測定が妥当であるかを検証した。
5．体型とたわみ呈測定の関係
たわみ測定と座り心地に関係があることを実験・検証した。
6種類のクッションを2種類ずつ組み合わせ、計15パタ
ーンのクッション組み合わせを用意し、各試料について官
能評価とたわみ量測定をおこなった。心身ともに健康な20
代男女30名を被験者とした。
実験の結果、体型によって分類された領域の多くで、座
り心地とたわみ量にて有意な関係が見られた。そのため、
たわみ量測定は、座り心地を判断する指標として使用でき
ると示唆できた。
6．座り心地のよいたわみ量の予測モデル
身体データを元に、座り心地がよいとするたわみ量の推
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測をする実験をおこなった。6種類のクッションを2種類
ずつ組み合わせ、計15パターンのクッション組み合わせ
とし、各試料について官能評価とたわみ量測定をおこなっ
た。20代～70代の男女40名を被験者とした。
得られた官能評価のうち、すわり心地がよいと判定され
たクッション（5段階評価での得点が4あるいは5）の挨
み量を従属変数、身体データを独立変数とした重回帰分析
をおこなった。結果、以下の式が得られた。（RA2係数＝0．459、
pく0．01）
座り心地がよいと感じるクッションの摸み量の予測
＝　一5．186＋（－0．043）＊年齢＋0．086＊体重＋1．789＊性別
＋0．059＊身長
この結果から、座り心地がよいとされるクッションのた
わみ量について、その予測モデルを作成することができた。
また、着座者の身体データから座面にかかる荷重とそのた
わみ量を予測した物性値と、座り心地がよいとされるたわ
み量の予測モデルから、ユーザが座り心地のよいと感じる
クッションパターンを提案できるようになった。
7．ChairFittingSystemの提案
カスタマイズチェアについて、身体データを元に、座面
のクッションパターンと座枠の選定をおこなえるシステム
としてChairFittingSystemの構築をおこなった。（図1）
図・1Webで利用できるChair Fitting Systemの提案
Chair Fitting SystemをWebにて使用できるようにす
ることで、実際に着座をしないでも、ユーザに適した製品
の提供が可能となると考えられた。また、カスタムメイド
チェアとしてオーダーを可能にするのと同時に、ユーザへ
のシーズとして着座に関する情報をWel）によって蓄積す
ることで、消費者の潜在的欲求の高等化、表出がすすみ、
より優れた製品の提示、提案につなげていくことができる
と考えられた。
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